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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第118期
第３四半期
連結累計期間

第119期
第３四半期
連結累計期間

第118期

会計期間
自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日

自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日

売上高 (百万円) 62,974 62,821 87,285

経常利益 (百万円) 1,452 940 2,533

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,070 882 2,179

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,070 880 2,179

純資産額 (百万円) 9,147 11,132 10,253

総資産額 (百万円) 71,017 69,967 67,407

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 9.33 7.70 19.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 12.9 15.9 15.2
 

　

回次
第118期
第３四半期
連結会計期間

第119期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.63 1.14
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社)が判断したものであります。　　　　　　　

　
(１) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日～平成25年11月30日）におけるわが国経済は、政府

の経済対策や金融政策等の効果により、企業収益の改善や個人消費の持ち直しがみられ、景気は緩や

かに回復の兆しが見え始めておりますが、その一方で、海外景気の下振れリスクや本年４月からの消

費増税の影響等、先行き懸念材料を残す状況にあります。　　　

百貨店業界におきましては、特に昨年９月、10月には例年になく台風の接近・上陸が相次ぎ、不順

な天候の影響を受けましたものの、美術宝飾関連商材の動きが底堅く、売上高は堅調に推移いたしま

した。

こうした状況の中、当社グループにおきましては、安定的に利益の計上できる収益構造を維持・推

進するとともに、効率的な百貨店経営を目指し、本年度より「井筒屋グループ　中期３ヵ年経営計画

（平成25年度～平成27年度）」を策定し、推進いたしております。

こうした施策を講じてまいりました結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績

につきましては、売上高は62,821百万円(前年同期比99.8％)、営業利益は1,119百万円(前年同期比

65.1％)、経常利益は940百万円(前年同期比64.8％)となり、四半期純利益は882百万円(前年同期比

82.5％)となりました。
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　 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　 ①百貨店業

当社グループの主要な事業であります百貨店業におきましては、「お客様第一主義」を基本と

し、品揃えの強化を進め、販売サービスの向上をはかるとともに、ライフスタイルや商環境の変

化への対応力強化に取組んでおります。

本店におきましては、昨年９月に本館２階に雑貨を中心としたラグジュアリーブランド「ト

リー・バーチ」ブティックをオープンいたしました。また11月には本館地下１階食品フロアに

「なだ万厨房」を導入し、高級和総菜を充実させるとともに、洋菓子では全国初出店となる「パ

ティスリー・ドゥ・ポンパドウル」を導入し、ご好評をいただいております。

コレットにおきましては、昨年９月にカジュアルテイストをベースにしたメンズ・レディスの

セレクトショップ「アーバンリサーチ」を導入いたしました。また同月、子供服ではベビー＆

キッズショップを集積した「ココ　ベビー＆キッズ」をオープンいたしました。

黒崎店におきましては、昨年９月にカジュアルブランド「イッツインターナショナル」をオー

プンするなど、よりデイリーでリーズナブルな品揃えを強化し、八幡西区役所移転にともなう来

街者増に対応してまいりました。

サテライトショップにおきましては、お客様の利便性向上のため、昨年５月の苅田ショップの

移転拡大オープンに引続き、９月には北九州市八幡西区に三ヶ森ショップを新規オープンいたし

ました。

また、山口店におきましても昨年６月に周南ショップをオープンさせ、地域のお客様のニーズ

にお応えいたしております。

当第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日～平成25年11月30日）の業績につきましては、

売上高は62,821百万円(前年同期比99.8％)、営業利益は1,262百万円(前年同期比67.4％)となりま

した。

  ②友の会事業

友の会事業におきましては、株式会社井筒屋友の会が当社グループの百貨店に対して前払式の

商品販売の取次を行なっており、外部顧客に対する売上はありません。営業利益につきまして

は、19百万円(前年同期比104.6％)となりました。
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(２) 財政状態の分析

　　 ①資産

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,560百万円増加し、69,967百

万円となりました。うち、流動資産は14,690百万円、固定資産は55,277百万円であります。固定資

産の主な内容は、有形固定資産37,572百万円、無形固定資産352百万円、投資その他の資産17,352百

万円であります。

  ②負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,681百万円増加し、

58,835百万円となりました。うち、流動負債は33,582百万円、固定負債は25,252百万円でありま

す。負債の主な内容は、借入金30,123百万円、支払手形及び買掛金8,675百万円、前受金7,560百万

円、再評価に係る繰延税金負債3,737百万円であります。

  ③純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ878百万円増加し、

11,132百万円であります。

　

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(４) 研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年１月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 114,804,953 114,804,953
東京証券取引所
(市場第一部)
福岡証券取引所

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 114,804,953 114,804,953 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年９月１日～
平成25年11月30日

― 114,804 ― 10,532 ― 11,904
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　　210,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 114,256,000 114,256 同上

単元未満株式 普通株式    338,953 ― 同上

発行済株式総数 114,804,953 ― ―

総株主の議決権 ― 114,256 ―
 

(注) １「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株(議決権６個)含まれ

ております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式672株が含まれております。

　　 ３ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　載することができないことから、直前の基準日(平成25年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

 ます。

　

② 【自己株式等】

  平成25年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）     
株式会社井筒屋

北九州市小倉北区船場町
１番１号

210,000 ― 210,000 0.2

計 ― 210,000 ― 210,000 0.2
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２ 【役員の状況】

　　

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年９月１

日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,019 6,220

受取手形及び売掛金 1,807 3,261

有価証券 55 －

商品 3,658 4,391

貯蔵品 23 23

その他 787 794

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 11,351 14,690

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,663 13,082

土地 24,253 24,083

その他（純額） 355 406

有形固定資産合計 38,272 37,572

無形固定資産 347 352

投資その他の資産

長期貸付金 11,101 10,922

その他 6,499 6,588

貸倒引当金 △164 △158

投資その他の資産合計 17,436 17,352

固定資産合計 56,056 55,277

資産合計 67,407 69,967
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,077 8,675

短期借入金 30,225 11,559

未払法人税等 70 40

前受金 6,908 7,560

その他の引当金 528 624

資産除去債務 4 －

その他 4,728 5,121

流動負債合計 49,544 33,582

固定負債

長期借入金 790 18,563

再評価に係る繰延税金負債 3,737 3,737

退職給付引当金 1,240 1,235

商品券回収損失引当金 764 780

その他の引当金 8 31

資産除去債務 429 438

負ののれん 181 33

その他 457 432

固定負債合計 7,609 25,252

負債合計 57,153 58,835

純資産の部

株主資本

資本金 10,532 10,532

資本剰余金 11,904 11,904

利益剰余金 △18,187 △17,305

自己株式 △24 △26

株主資本合計 4,223 5,104

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 28 26

土地再評価差額金 6,001 6,001

その他の包括利益累計額合計 6,029 6,027

純資産合計 10,253 11,132

負債純資産合計 67,407 69,967
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 62,974 62,821

売上原価 47,180 47,216

売上総利益 15,793 15,604

販売費及び一般管理費 14,075 14,485

営業利益 1,718 1,119

営業外収益

受取利息 184 181

持分法による投資利益 72 102

協賛金収入 34 57

負ののれん償却額 148 148

未回収商品券受入益 181 165

受取賃貸料 255 246

その他 119 127

営業外収益合計 996 1,029

営業外費用

支払利息 577 496

売上割引 294 300

商品券回収損失引当金繰入額 133 127

その他 257 284

営業外費用合計 1,262 1,208

経常利益 1,452 940

特別利益

固定資産売却益 1 8

特別利益合計 1 8

特別損失

固定資産売却損 86 －

固定資産除却損 264 20

投資有価証券評価損 4 4

特別損失合計 355 24

税金等調整前四半期純利益 1,098 924

法人税、住民税及び事業税 28 43

法人税等調整額 △0 △1

法人税等合計 28 41

少数株主損益調整前四半期純利益 1,070 882

四半期純利益 1,070 882
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,070 882

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 △4

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 2

その他の包括利益合計 0 △2

四半期包括利益 1,070 880

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,070 880

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

　　　　該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。

　

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成２５年３月１日以後

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。
 

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。

　

 【注記事項】

 (四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）

及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

減価償却費 1,218百万円 1,159百万円

負ののれんの償却額 148 〃 148 〃
 

 (株主資本等関係)

 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

 １．配当金支払額

　 該当事項はありません。

　
　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連 結会

計期間の末日後となるもの

 　該当事項はありません。　

　

 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

 １．配当金支払額

 　該当事項はありません。　

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　 該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社井筒屋(E03032)

四半期報告書

14/19



(セグメント情報等)

　

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

百貨店業 友の会事業

売上高     

  外部顧客への売上高 62,974 ― ― 62,974

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 510 ― 510

計 62,974 510 ― 63,485

セグメント利益 1,872 18 ― 1,891
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報サービス事業

を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,891

セグメント間取引消去 △172

四半期連結損益計算書の営業利益 1,718
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

百貨店業 友の会事業

売上高     

  外部顧客への売上高 62,821 ― ― 62,821

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 498 ― 498

計 62,821 498 ― 63,319

セグメント利益 1,262 19 ― 1,281
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報サービス事業

を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,281

セグメント間取引消去 △162

四半期連結損益計算書の営業利益 1,119
 

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後

の法人税法に基づく方法に変更しております。

この変更によるセグメント利益に与える影響は軽微であります。　

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

　 １株当たり四半期純利益金額 9円33銭 7円70銭

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(百万円) 1,070 882

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,070 882

   普通株式の期中平均株式数(千株) 114,652 114,596
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   東   能   利   生   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   宮   本   義   三   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年１月８日

株式会社井筒屋

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社井筒屋の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成25年９月１日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年11
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社井筒屋及び連結子会社の平成25年
11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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